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地
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を
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さ
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二
〇
二
二
（今
和
四
）
年
二
月
刊

徳

島

市

立

木

工
会

館

と
徳

島

市

地

場

産

業

振

興

協

会

の
記

録

一
九

人

二
　

‐
　

二

〇
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〇

　

一
九

七

九

‐
　

二

〇

二
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▼
そ
の
施
設
は
、
日
本
Ｓ
Ｆ
の
父

・
海
野
十
二

〔う
ん
の
じ
ゅ
う
ぎ
〕
が
幼
少
時
を
過
ご
し
た
地
域
に
あ
り
、　
一
九
八
二
年
、
海
野
が
通

っ
た
福
島
小
学
校
の
裏
手
に
建
設
さ
れ
た
▼
施
設
名
は
徳
島
市
立
木
工
会
館
▼
二
〇
〇
六
年
に
従
島
市
地
場
産
業

興
協
会
が
指
定
管
理
を
受
け
て
以
降
、
驚
く
べ
き
量
と
質
の
晨
示
会
や
催
し
が
開
催
さ
れ
た
。
藍
染
、
し
じ
ら
織
、
唐
木

〔か
ら
き
〕
仏
壇
、
鏡
台
、
タ
ン
ス
、
様

々
な
地
場
産
業
に
関
す
る
晨
示
・
販
売

の
み
な
ら
ず
、
各
界
著
名
人

の
追
悼
展

（大
杉
漣
、
高
畑
動

高
倉
健
、
星
壽
仙

Ｔ
…
し

、
高
晨
者
が
集
う
歌
声
喫
茶
、
着
物
を
リ
メ
イ
ク
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
シ
ョ
ー
、
ロ
ン
グ
恵
方
巻

の
早
食
い
大
会
等
、
例
意
工
夫
に
満
ち
た
企
画
が
開
か
れ
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
千
支
の
引
継
ぎ
、
節
分
豆
ま
き
、
七
夕
飾
り

ク
リ
ス
マ
ス
、
季
節
の
変
わ
り
日
に
は
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
が
行
事
に
参
加
し
た
▼
会
館
で
は
、
年
間
百
を
超
え
る
催
し
が
開
か
れ
た
。
ミ
ニ
カ
ー
、
貸
本
漫
画
、
引
き
札
、
映
画
資
料
、
野
求
や
ラ
グ
ビ
ー
、
収
集
家
に
よ
る
各
種

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
。
木

エ

竹
細

工

・
染
物

・
手

工
芸
等
、
畏
年
研
鑽
を
積
ん
だ
人

々
が
技
能
を
発
表
す
る
場
で
も
あ

っ
た
。　
つ
い
に
は
、
プ

ロ
レ
ス
大
会
も
開
か
れ
た

（大
仁
口
厚
引
退
ツ
ア
ー
）
。
そ
の
奮
闘
は
、
ま
さ
し
く
地
域
を
照
ら
す
奇
跡

の
輝
き
だ

っ
た
▼
だ
が
、
市
の
Ｌ

針
で
木

工
会
館
は
二
ｏ
二
ｏ
年

二
月
、
閉
館
に
追
い
ム
ま
れ
た
。
さ
ら
に
地
場
産
業
振
興
協
会
も

二
〇
二

一
年
秋
、
解
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
四
十

二
年

の
幕
を
閉
じ
た
▼
会
館

の
開
館
と
協
会

の
解
散
に
涙
し
た
人
も
多
く
い
た
▼
当
資
料
集
は
、
徳
島
一

立
木

工
会
館
と
地
場
産
業
振
興
協
会

の
栄
光

の
軌
跡
を
、
全
国
の
心
あ
る
人

々
や
後
世
に
広
く
周
知
す
る
た
め
に
編
ま
れ
た
▼
徳
島
市
立
木

工
会
館
と
徳
島
市
地
場
産
業
振
興
場
会

の
精
神
は
永
遠
に
不
滅
で
あ
る
１
■
編
集
責
任
者
＝
先
鋭
疾
風
社
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西
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